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文 liλ oc n -i' ~よる直線関係を有する。)と 、もう 一つは対称シ 7ニン染
料に代表される非収束型(主にλOCnなる直線関係を有する。)である。
ところが、 19ω年に中川、秋山らによりポリイン化合物研究の一環と
して研究された 1 • 1 I ジーアント リJレポリインにおいてはλ20Cnでな











































として、 1，1 Iージナフチル一、 2，2 Iージナフチルー、ピス(4-ピフェニ マヱ v vyv 
?? ??。C==C)n-0
( v ) 
リル)一、 2，2ぺジフルオレニル一、 2，2 '_ジピレニルーの 5系列のポ











































2. 0 基の種類、ポリアセチレン鎖の結合位置により 1豆X孟 2の聞を連






1. 5 はnの小さいときには末端基の影響が大きく、 nの増大に伴ってポリ
1. 3 イン発色団が主な寄与をするに到ると考えることができる O
1 以上中筋君の研究は種々の困難を克服して、ジアリールポリインの
1 合成法を確立し、これら化合物の電子スペクトルに新らしい規則性
の存在することを見出したものであって、理学博士の学位論文とし
て十分の価値あるものと判断する。
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